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１．背景と目的 

近年日本では地球温暖化に伴う大雨の激化が顕在

化し，水害被害の拡大が懸念されている．平成 30年 7

月西日本豪雨，平成 28年北海道・東北豪雨では，時間

雨量 100mm 以上の豪雨により以前には無かった様な

洪水災害や土砂災害が発生したことは記憶に新しい．

1)．総務省消防庁の災害情報 2)によると，平成 29 年 7

月に発生した九州北部の豪雨では死者は 37 人に及ん

だ． 

豪雨に関する研究は広く行なわれており 3)4)5)，近年

ではXバンドMPレーダを用いた研究も行なわれてい

る 6)7)．一方，水害被害を軽減するためには，実際に被

害をもたらした豪雨（以後「災害をもたらす雨」とす

る）を抽出し，その特性解析を行なう事が，効率的な

水害対策の実現の上で重要である． 

これまで著者らの研究グループは，「豪雨」を大雨警

報が出されていた時間とし，水害統計資料７）において

被害額の発生した際の豪雨を「災害をもたらす雨」と

定義し，大雨警報のデジタルデータが利用可能であっ

た山形県および長野県で「災害をもたらす雨」の特性

解析をしてきた．そこで本研究では，大雨警報のデジ

タルデータが利用可能で，一般資産被害額に占める内

水氾濫の割合が 96.5%と高い大阪府 7）を対象に，「災害

をもたらす雨」の特性を解析した． 

２．研究対象 

大阪管区気象台 8）の区分を参考に，対象地域を大阪

市，北大阪，東部大阪，南河内，泉州の 5地域に細分

化した． 

３．調査方法 

本研究では，以下に示す２つの調査を行った． 

(1) 2007 年～2016 年の期間における大阪管区気象台

の大雨警報データを用い，各地域における「豪雨」

の時間帯分布と「災害をもたらす雨」の時間帯分

布を比較した． 

(2) 中口らの研究 9）より内水氾濫頻発地域が多く分布

していた大阪市生野区と，内水氾濫頻発地域が少

なかった大阪市住之江区において，水害に対する

住民の認識を，聞き取り調査した． 

４．結果 

豪雨及び災害をもたらす雨の分布を図１に示す．

（原稿の都合上，該当アンケート調査を重点的に行な

った大阪市の結果のみを示す．）水色，青の棒グラフが

それぞれ対象期間における「豪雨」及び「災害をもた

らす雨」の回数を示しており，紫色の折れ線グラフが，

全体の「豪雨」に対する「災害をもたらす雨」の割合

を示す．夕方と朝方に「豪雨」の発生ピークが分布し

ているにも関わらず，「災害をもたらす雨」の割合は夕

方に低くなっている事が分かった． 

聞き取り調査の結果をそれぞれ図２，３に示す． 青

が生野区，赤が住之江区とする．「豪雨がいつ多いと思

うか」という質問では，8:00-12:00間に雨が降っている

と感じている住民が，生野区と住之江区ともにおらず，

住之江区では 16:00-24:00 に多いと感じている人が半

分を占めている．「水害がいつ多いと思うか」という質

問で は“意識なし”が最も多かった． 
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図1.大阪府における災害をもたらす雨の時間帯分布

災害をもたら

す雨

豪雨

割合

H-1 土木学会東北支部技術研究発表会（平成30年度）



 

５．考察 

研究結果より以下の 2つの事が考察できる． 

1) 住民が雨を多いと感じる時間帯のピーク（20:00-

24:00）は豪雨が水害に繋がり易い時間帯（22:00）と一

致している．これは住民が降雨を認知しているにも関

わらず，実際には降雨が洪水被害に繋がっている事を

示している．それに加え，水害発生に対して意識なし

という回答者が多かった事を踏まえると，対象地域住

民の間に，雨が水害に繋がるという危機意識が欠如し

ている事が考えられる 

2)住之江区と生野区のアンケート調査の結果を比較

すると，住之江区よりも生野区の方が水害発生に対し

意識なしの回答が多い．大阪市下水道局が行なった下

水道管整備において，優先的に整備された地域に生野

区は含まれているが，住之江区は含まれていなかった．

以上の事から，生野区においては下水道管が整備され

たという安心感から，水害に対する危機意識の低下が

起きていると考えられる． 

６．まとめ 

 本研究から以下の２つの結論が得られた． 

１）大阪市では豪雨は夕方に多く，災害をもたらす雨

の割合は 22時に最も高くなっている． 

２）大阪市において住民の意識と災害をもたらす雨は

一致しているが，その割合とは一致していない． 
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